
第２次つくばみらい市総合計画 後期基本計画 構成（案） 

 

  
後期基本計画の特徴 

○ 施策体系 

基本目標（章）―政策（節）―施策（項） 

 

―取組方針（目）―事務事業 

○ 施策（項）単位を見開き１ページごとにまとめ、

表やグラフは、施策（項）ごとに掲載する。 

○ 施策（項）は通し番号で表す。 

【メリット】 

○ 施策（項）で取り纏めることで、現状・課題・取

組方針などの関連性を分かりやすく整理できる。 

○ 市民が関心のある事柄に近づけて課題感や目指

す姿を整理できる。 

○ 施策は主管課の業務単位に近いため、担当業務の

掲載ページが分かりやすい。 

【デメリット】 

○ より大きな政策的な視点での取り組みを掲載で

きない。 

（対応）⇒重点施策を掲載予定であり、施策横断的

な取り組みは重点分野のページに掲載する。 

後期基本計画の新要素 

○ 主管課 

施策の主管となる課を掲載することで、市民・職

員ともに分かりやすい計画となる。 

○ 関連計画 

施策に関連する個別計画を明確にすることで、施

策の詳細を個別計画で確認できる 

○ ＳＤＧｓ 

○ 市民等への期待 

市民が「まちづくり」に関心を持つことにつなが

る。 

＜結果＞ 

市民⇒市民が関心ある分野（レベル）で施策を取りまとめることで、見たい情報の掲載箇所がすぐに分かる。 

市民⇒市民等への期待の欄に、具体的に市民が協力できること（ごみの分別や地域のイベントへの参加など）を 

掲載することで、施策のイメージを持つことができ、市民協働にもつながる。 

職員⇒施策ごとの掲載ページを明確にすることで主管課としての意識醸成につながる。 

職員⇒事務事業が施策の方向性からずれていないか確認することで、政策的な事業展開につながる。 
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※掲載しているタイトルや内容は、前期基本計画の記載内容をあてはめたものです。実際に記載する内容は、今後の立案作業で

検討していきます。 

 
章 

（Ａ） 
 
節 

（Ｂ） 
 
項 

（Ｃ） 

 
目 

（Ｄ）  取組方針（エ） 

資料８(裏面) 

見 本 



 
章 

（Ａ） 
 
項 

（Ｃ） 
 
節 

（Ｂ） 
 
目 

（Ｄ） 

Ｐ．５４ 

１適切な土地利用の誘導 

２都市交流拠点及び 

地域交流拠点等の充実 

 第２次つくばみらい市総合計画 前期基本計画 構成 

                 

前期基本計画の特徴 

○ 施策体系 

基本目標（３章）―政策（９節）―施策の方向（２６項）―施策の方向（７２目）―事務事業 

○ 各節の冒頭で政策（節）レベルの現状・課題・施策が目指す姿を整理し、【Ｐ５６～５８】 

政策（節）に紐づく施策の方向（項）ごとに施策の方向（目）―事務事業・目標指標を記載【Ｐ５９・６０】 

○ 表やグラフは、各章の冒頭（節）に掲載。 

【メリット】 

○ 節レベルで現状・課題・施策が目指す姿を整理することで、広い視野で市の概況を整理できる。 

【デメリット】 

○ 節レベルの整理では、課題感や目指す姿が大きすぎ、市民には理解しがたい可能性がある。 

○ 各種業務が複数ページにまたがっているため、掲載ページが分かりづらい。 

＜結果＞ 

 市民⇒読みたい情報（現状・課題・取組）が見つからず、何をしたら良いのかわからない。 

 職員⇒担当業務の掲載箇所が分かりづらく、施策の主管課という意識を持ちづらい。 
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